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１ けんきゅうのもくてき 

  １学きに、きょうとう先生から牛にゅうパックで「じゃんぴんぐカエル」の作り方をおしえて

もらった。みんなであそんでいると、高くとぶカエルとあまりとばないカエルがいた。と中でこ

われてきたので、テープでしゅうりしたら、まえよりよくとぶようになったカエルもあった。そ

こで、紙の大きさやゴムの数をかえて、もっとよくとぶ「じゃんぴんぐカエル」を作りたいと思

った。 

２ けんきゅうのほうほう 

  紙の大きさとテープのまき方や、ゴムの数をかえて４人で５回ずつとばす。その中で一ばん高

くとんだ高さ（ｃｍ）と、１００ｃｍをこえた数をしらべる。   

 じっけん(1) テープを２回まいて、ゴムを２本つかってとばす。 

 じっけん(2) テープを２回まいて、ゴムを３本つかってとばす。 

 じっけん(3) テープを３回まいて、ゴムを２本つかってとばす。 

 じっけん(4) テープを３回まいて、ゴムを３本つかってとばす。 

３ けんきゅうのけっか  ※一番高くとんだ高さ（cm）と、（ ）は 100cm をこえた回数 

(1) 紙のよこの長さをかえる。         (2) 紙のたての長さをかえる。 

（たての長さ７ｃｍ）              （よこの長さ７ｃｍ） 

 

 

 

 

 

４ わかったこと 

(1) 牛にゅうパックでは、紙が小さいとゴムの力にまけてしまい紙がすぐにとじてとばないし、

紙が大きすぎるとゴムの力で紙がまがってしまい、あまりとばないことがわかった。 

(2) テープのまき数が少ないと、ゴムの力にまけてしまうし、すぐやぶれてしまう。でもたくさ

んまきすぎると、かみがひらくのに時間がかかったり、と中で止まってしまうことがわかった。 

(3) ゴムをたくさんつかうときは、紙の大きさを大きくしないといけないけど、牛にゅうパック

ではゴムの力で紙がまがってしまい、とばせなくなることがわかった。 

(4) カエルをとばすとき、おりまげた紙をぴったりくっつけてとばすよりも、９０度ぐらいひろ

げてとばすとよくとぶことがわかった。 

(5)「じゃんぴんぐカエル」は、よこの長さを７ｃｍ、たての長さを７ｃｍで作って、テープを３

回まき、ゴムを３本つかうと一ばん高くとぶことがわかった。 

(6) こんどは、いろいろな紙をつかってどれが一ばんよくとぶかをしらべてみたいと思った。 

（１） （２） （３） （４）

２本 ３本 ２本 ３本

４ｃｍ ９５（　０） ×（０） １０５（１４） １０５（　４）

５ｃｍ １０５（１３） ×（０） １０５（１１） １４０（１９）

６ｃｍ １０５（１０） ×（０） ９５（　０） １２０（１１）

７ｃｍ １０５(　８） ５０（０） １００（　１） １２０（１３）

８ｃｍ ７０（　０） ８０（０） ８５（　０） ９０（　０）

じっけん

ゴムの本数

２回まき ３回まき
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さ

テープのまき数

（１） （２） （３） （４）

２本 ３本 ２本 ３本

４ｃｍ ６０（　０） ×（０） ６５（　０） ８０（　０）

５ｃｍ ５０（　０） ９５（０） ９０（　０） １００（　４）

６ｃｍ １００（　２） １３０（９） １０５（１３） １３０（１９）

７ｃｍ １００(　１） １３０（９） １３５（１８） １４５（２０）

８ｃｍ １１０（　８） ９０（０） １００（　３） １３０（　５）

じっけん

ゴムの本数

２回まき ３回まき
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テープのまき数
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